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　本年は終戦70周年となる。私の安中二年生の時で
終戦の詔勅で世界が一変してしまった。エリート集団
だった帝国陸海軍はあっと言う間に雲散霧消し、ひと
月も経たぬ中に米兵が進駐して来た。皆体格が良く血
色も良く道端に座り込んで大きな袋から取り出して
我々にくれたチューインガムの何とおいしかったこと
か。
　あれから70年、多くの国が独立を達成、政策よろしき
を得て貧困から脱却した国も数多くある。国際貿易も
飛躍的に増大し、世界は相互依存の時代に入っている。
　しかし、理想の世界平和が到達したかと言えば未だ

程遠いと言わざるを得ない。あちこちで銃火が交えら
れ人命が失われている。更に新しいタイプの殺し屋、
国際テロリストがオタワやワシントンに出没して市民
を恐怖に陥れる事態も発生している。
　そこで私は考えるのだが、もし朝河貫一博士が現在
生きていたら、その透徹した歴史観の中で現状を如何
に分析し、如何なる警鐘を世に放ったであろうか。私
に明確な結論はない。しかし、彼ならこのままでは世
界は破滅に向かうとして「世界の禍機」なる著作を出
したに違いないと思う。会員諸兄、友人達と酒を飲み
交わす時この点を討論されては如何であろうか。

ご挨拶
東京桑野会会長

古川　清

①桑野の母校に学んだという共通の経験に結ばれた同窓の親睦の会であること

②会員はみんな仲良く相親しみ楽しい会であること

③何らかの意味で会員の頼りになるような面もある会であること

《安積歴史博物館（旧本館）》
画：秋山忠也（71 期）
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母校便り

☆母校は今年（2015年）、創立131周
年を迎えます。130年を超えて益々発
展を続ける母校の様子を、母校からの
情報をもとに紹介いたします。
☆2011年の東日本大震災で被害をう
けた校舎は、2014年分として管理棟
と理科棟の改修が終わり、震災前より
改善された環境となりました。また、
安積歴史博物館（旧本館）も復旧し、
これまで以上に活用が期待されてい
ます。それらを舞台に、2014年晩夏、
創立130周年を祝う紫旗祭（学校祭）
と創立130周年記念式典が続けて盛大
に挙行されました。紫旗祭では湯浅譲
二氏（60期）が講演、創立130周年記
念式典では山崎章郎氏（79期）が講
演されました。お二方とも改めて紹介
する必要もない、安積卒業生の誇りと
なる存在です。
☆紫旗祭では、‘伝統’ の（相当昔から
あった）「仮装行列」に加え ‘比較的
新しい’「仮装パフォーマンス」等で
盛り上がりました。ところで、「安積
オリンピック」とありますが、これは
どんなの？《文武両道部門》《質実剛
健部門》《開拓者精神部門》とあり、
面白そうだな。次回は見にいかなきゃ
…。
☆紫旗祭に先立つ真夏の８月５日、創
立130周年記念の招待試合が行われま
した。招待校は、【磐城】、そうあの
【IWAKI】です。野球とサッカーの試
合、前者は７‒８で惜敗、後者は２‒１
での逆転勝利！でした。やっぱ、対磐
城戦は燃えますね～。といっても、８
月だったら、甲子園でのコバルトブ
ルーも見たいし、紫の旗がたなびくと
ころはもっと見たいですね…。

　下記の要領にて実施します。会員の皆様は、万障お繰り合わせの上ご出
席賜りますようお願い申し上げます。

●日　時 ： 平成27年５月29日（金曜日）　16：00受付開始

●場　所 ： ホテル椿山荘東京　［東京都文京区関口２－10－８］
　　　　　JR目白駅、または東京メトロ有楽町線江戸川橋駅　下車
　　　　　電話　03-3943-1111

●会　費 ： 懇親会費　¥8,000　東京桑野会年会費　¥2,000
　　　　　（合計　¥10,000）
　　　　　117期以降の若手会員は、年会費・懇親会費合計　¥6,000
　　　　　学生につきましては、年会費・懇親会費合計　¥3,000

●タイムスケジュール
　　16：00（午後４時）～　	受付開始
　　17：00（午後５時）～　	平成27年度東京桑野会定期総会
　　17：30（午後５時半）～	講演会
	 講師：関根　徹（80期）
	 　　　［株式会社文藝春秋社友］
	 演題：間近に見た作家たち
　　18:00（午後６時）～	 懇親会

　東京桑野会は会員皆様の年度会費によって運営されています。
　総会当日にご出席できない会員の皆様には、同封の振込用紙で年度会費
2,000円のお振込みのご協力をお願い申し上げます。

◇準備の都合もございますので、出欠の返事は同封の葉書で、5月19日（火）
までにご返送くださいますようお願い申し上げます。
事務処理の都合上葉書には必ず住所、氏名、期を記入してください。
◇また、連絡もれがあるかと思われますので、先輩、同期、後輩もお誘い
合わせのうえ、多数の出席をお願いいたします。
◇昨年度は、2014年6月21日（土）に、平成26年度定期総会・母校創立
130周年記念式典として開催され、来賓３名、一般会員144名、学生会員５
名の総勢152名の参加がありました。

〒112-8680 東京都文京区関口2-10-8  TEL:03-3943-1111（代表）
http://hotel-chinzanso-tokyo.jp/

東京桑野会平成 27年度
定期総会・懇親会のお知らせ
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☆応援と言えば、応援団と応援歌です
ね。安積の応援団の発足は昭和24年
とのこと。長い歴史の中で、それぞれ
の時代の中で、応援歌は様々な変化を
してきました。期によって歌う応援歌
が微妙に違う…とうことも東京桑野会
でも経験することです。そこで母校で
は130周年記念に応援歌が改訂され、
メロディーや歌詞が統一されました。
その応援歌改訂は、安積の応援を受け
継ぎ、次世代に繋ぐものとなりまし
た。
☆部活動での活躍も光ります。ハンド
ボール部女子チームが、第67回東北
高等学校ハンドボール選手権大会にお
いて３位入賞をはたした他、陸上競技
女子800ｍ＆1500ｍ、硬式テニス部男
子シングルス、卓球男子シングルス、
にも安積の後輩たちは出場しました。
さらに水泳部は、４名が出場しまし
た。東北大会・新人陸上競技選手権で
は、100ｍ３位入賞を果たした選手も
おり、益々の活躍が期待されます。文
化部も、将棋部、囲碁部、放送部が東
北大会への出場を果たしています。放
送部は全国大会へも出場しました、ス
ゴイ。

☆大学受験でも、安積の後輩達は頑
張っています。平成26年春の受験で
は、国公立大学に172名が合格しまし
た（現浪合わせ）。平成27年春の受験
でも、奮闘を祈る！

会員消息
○湯浅譲二氏（60期）が、2014年度の文
化功労者に選ばれました。実験的、先進
的な作曲技法により、創造的な現代音
楽を追求してきた功績が認められたも
のです。湯浅氏は、慶応義塾大学医学
部在学中に音楽活動を開始。芸術家グ
ループ「実験工房」に参加。幅広い作曲
分野で知られ、“びゅわ～んびゅわ～ん
はっしる～”の「はしれ超特急」も湯浅
氏の作曲ですね。なお、東京桑野会HP
の120周年記念頁にも、インタビュー
記事が掲載されています（http ://
www.tokyo-kuwano.com/120kinen/
project-A/yuasa.html）。

○逝去された方々のご冥福をお祈りい
たします。（　）は期、逝去された日。

中村亮八郎（49期）（平成24年9月）
大橋　政夫（52期）（平成25年11月）
池田庄治郎（53期）（平成25年11月2日）
石川　敏雄（53期）（平成25年1月8日）
三代川昌司（53期）（平成25年11月13日）
浦井　　宏（56期）（平成25年8月）
安藤　直幸（59・60期）（平成25年11月8日）
石井　進一（61期）（平成25年12月30日）
伊藤　誠治（61期）（平成26年3月18日）
今泉　博行（62期）（平成26年3月22日）
鈴木　長和（62期）（平成25年12月14日）
栗原　正義（63期）（平成26年2月20日）
高嶋　磐根（64期）（平成25年10月2日）
田中　忠義（64期）（平成26年3月30日）
糠澤　榮一（64期）（平成25年12月25日）
本田善九郎（64期）（平成23年12月3日）
阿部　文俊（65期）（平成25年11月）
伊藤　　巖（65期）（平成26年10月2日）
中路　　信（65期）（平成25年6月28日）
若林　章一（65・66期）
小館　裕彦（66期）（平成26年2月28日）
大内　博文（71期）（平成26年7月9日）
遠藤　紀夫（73期）
永井　邦夫（73期）（平成25年7月14日）
渡辺　昭司（75期）（平成25年10月29日）

［敬称略］

ご挨拶
─131年目の

安積─

安積桑野会会長

山口　勇（69期）

　まだまだ寒い日が続きますが、東京
桑野会の皆様におかれましては益々ご
健勝のこととお喜び申し上げます。昨
年の創立130周年記念式典の際は下村
博文文部科学大臣にご臨席いただき、
また古川清会長にもご出席をいただき
ありがとうございました。おかげさま
で式典も盛大に行われ成功裏に終了い
たしました。同窓会の皆様からも多大
なるご寄付を頂戴し心より感謝申し上
げます。
　母校安積高校の後輩も久保田校長
（88期）を中心に、勉学にスポーツに
日々励んでおります。勉学の方では、
今年度の結果はまだすべては出ていま
せんが、２月11日現在福島県立医科

大学医学部医学科に推薦で６名の生徒
が、東北大学にはAOⅢ期で４名の合
格者が出ています。128期生も、必ず
や例年以上の素晴らしい成績を挙げて
くれるものと期待しております。
　部活動では、陸上部の男子１年生が
100mとリレーで国体に、弓道部の女
子２年生が全国選抜大会に出場しまし
た。文化部では、放送委員会がNHK
全国放送コンテストに、写真部が全国
高等学校総合文化祭に出場しました。
まさに文一武両道にふさわしい活躍で
あると思います。
　安積歴史博物館の補修工事も無事終
了し、昨年の９月６日に正式にオープ
ンとなりました。早速オープン当日、
復元教室で下村文部科学大臣と語る会
が行われました。時間が限られた中
で、大臣と生徒代表30名が様々な議
論を繰り広げました。終了後大臣から
名刺をいただくなど貴重な経験になっ
たと思われます。10月18日にはフィー
ルズ賞（数学のノーベル賞とも言われ
る）を受賞された広中平祐氏の講演、
10月25日には宇崎竜童さんによるコ

ンサートも行われました。今後もいろ
いろな催しが企画されております。新
しくなった安歴博にぜひ足を運んでい
ただきたいと思います。同窓生の皆様
には、安積歴史博物館の修理のために
多大なる寄付金をいただき心から感謝
申し上げます。
　さらに今年になってうれしいニュー
スが舞い込んできました。早稲田大学
競走部の駅伝監督に相楽豊氏（112期）
が就任することになったというニュー
スです。同部の駅伝監督は平成16年
から渡辺康幸氏が務めていましたが、
渡辺監督と二人三脚で部員の指導に当
たってきた相楽氏の手腕が評価された
とみられます。相楽氏は箱根駅伝は１
年で山上りの５区、３年で山下りの６
区を走り、４年では駅伝主将を務めま
した。早大のみならず安高卒の選手が
箱根で大活躍する姿を見たいもので
す。今後とも母校である安積高校及び
後輩へのより一層の支援をお願いする
とともに日頃からのご高配に感謝を申
し上げ、東京桑野会の益々の発展をご
祈念いたします。　（平成27年２月記）
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ご挨拶
─安積130周年の

区切りに─

安積高等学校長

久保田範夫

　昨年６月の東京桑野会平成26年度
定期総会では大変お世話になりまし
た。東京の皆さんの母校安積への熱い
思いを肌で感じることができ感激し
ました。
　安積にとって昨年は、創立130周年
という節目の年でした。９月６日には
記念式典を開催、引き続きケアタウン
小平クリニック院長で79期の山崎章
郎（ふみお）医師による講演会、安積
桑野会総会、祝賀会・懇親会と慌ただ
しくも大変充実した一日となりまし
た。今回は、安積130年への私の思い
が最も表れているはずの校長式辞の
一部を掲載させていただきます。若干
長くなりますが、130周年に免じてお
許しください。
　式辞（抜粋）
（前略）明治17（1884）年、22歳の森
鷗外がドイツ留学へ旅立ったのがこ
の年でありますが、本校は福島県福島
中学校として歩み出し、明治22年に
は、福島から当時の安積郡桑野村の新
校舎、現在の安積歴史博物館に移転
し、以来、約33,000名の有為の人材を
世に送り出し、今日まで130年の長き
に亘って先導的役割を果たしてまい
りました。卒業生は、エール大学教授
を務め、世界平和こそが人類の永遠の
テーマであることを生涯訴え続けた
国際的な歴史学者朝河貫一博士を始
め、全国でも４校だけ（注：都立九段
と日比谷、私立麻布、そして安積）と

聞いていますが、芥川賞作家を３名輩
出するなど、様々な分野で活躍されて
きました。
　その間、まさに21世紀が動き出し
た平成13（2001）年に、男女共学化
という大きな動きがありましたが、本
校の生徒達は「開拓者精神、質実剛健、
文武両道」の「安積の精神」を常に先
輩達から学び取りながら、時間や言
葉・記憶を共にし、「安積」という学
校文化を３年間共有して、まさに安高
生の矜恃・プライドを身につけ伝統を
築き上げてきたのだと私は考えます。
　その中で、安高生は、安積の精神と
伝統をただ受け継ぐだけではなく、明
治・大正・昭和、そして平成の各時代
背景の下、「真の安高生は如何にある
べきか」「安積らしさとは何か」を絶
えず自らに問いかけて検証し、自主自
律の精神のもと、新たな伝統を創造し
てきたのであります。また、「安積の
精神」の中でも開拓者精神は、大きな
困難に立ち向かい自分の人生を切り
拓いていくということだけではあり
ません。つまり、自分がしたいことを
貫くことに加えて、大震災後のふくし
ま、日本、そして人類のために、「熱
誠　事に当たりなば」、熱き誠の心を
もってに当たろうという高き志を掲
げて、夢に向かって進んでいくこと、
それが安積の開拓者の真の姿と言え
るでしょう。
（中略）近代短歌を切り拓いた浪漫派
の歌人与謝野晶子は、次のような短歌
を残しています。
　　劫初よりつくり営む殿堂に　
　　　　われも黄金の釘一つ打つ
　遠い遠いこの世界の初めから人間
は、文化遺産ともいうべき文芸・文学
という無形の殿堂を営々として築き
上げてきたが、自分も釘一本なりと打

ち込み、ささやかではあるがその営み
に参画したい。それも、ありきたりの
鉄の釘ではなく光り輝く黄金の釘を。
　私は、本校１期生高山樗牛の時代か
ら、現在の１年生である130期生に繋
がる安積の生徒たちが営々と築き上
げてきた大きな殿堂が安積高校であ
る、と捉えています。気宇壮大な与謝
野女史の足元には及ばなくとも、安積
という殿堂に集う私たち教職員・生徒
が、一人ひとり持っている釘をしっか
りと打ち込み、この殿堂をより高く、
より大きくしていきたいと考えてお
ります。その釘は、プラチナかも知れ
ないし、或いは鉄や木製のものもある
かも知れませんが、この殿堂のどこか
に打ち込む場所が、釘がぴったりと収
まる場所が必ずあるはずです。仮に、
在学中にうまく釘を打ち込むことが
できなかったとしても、大震災の経験
をしっかり踏まえて、生涯に亘って知
性を磨き続けることによって、安積と
いう殿堂を確固たるものとすること
ができるはずであります。
　こうして、140年、150年の時を経
た未来の安積の殿堂を見据えながら、
教職員、生徒一同が力を合わせて、安
積の良き校風と伝統を更に揺るぎな
いものとし、校歌にもあるように「七
州の覇」と称えられるに相応しい安積
高校にしていくことを改めて決意す
るとともに、安積桑野会の同窓生を始
め、今まで安積を支援していただいた
全ての皆様に感謝の気持ちを捧げ、式
辞といたします。（了）
　
　安積は131年目の歩みを進めていき
ます。更に大きくなっていく「安積の
殿堂」が、日本一揺るぎないものとす
るべく、これからも皆様からのご支援
を賜りますようお願い申し上げます。
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創立80周年、いま何処

安部直文（80期）

　私が入学した年、創立80周年記念
式が挙行された。その折り、旧制安
積中学卒業の中山義秀さんが記念講
演をされた。中山さんは小説『厚物
咲（あつものざき）』で第７回芥川賞
（1938年）を受賞され、文壇の大御所
として確たる地位にあった。
　昨年末、同期の上石利男君と会った
時、記念講演の演題が話題になった。
私は「去年（こぞ）の雪」と記憶して
いたが、彼は「去年の雪いまいずこ」
ではなかったかと言う。成績優秀だっ
た上石君の記憶力のほうが確かと思
われたので、それに従うことにした
が、「いまいずこ」では文豪が使う言
葉としてはいかにも軽々しい。私は
「去年の雪、いま何処（いずこ）」とい
う表記にすることで勝手に得心した。
母校に確かめれば解決する問題なの
だろうが、敢えて表記も含め曖昧なま
まにしておこうと思う。
　記念講演の依頼で鎌倉極楽寺の中
山邸を訪れたのは、たしか椎野喜勇教
諭だったはずだが、その時の逸話を授
業中にうかがった。その話に触発され
て、文芸部をつくろうということにな
り、８名ほどが名を連ねた。メンバー
は当時、中山さんに続けと気負い込

み、小説家の道をこころざした。部室
を構え、文芸誌を発行（１号だけ？）
した記憶があるが、なにしろ半世紀も
前なので、曖昧な事柄が多い。
　1968年秋、19歳の私は面会の許し
を請わぬまま中山邸を訪れた。あわよ
くば、弟子にしてもらおうとの魂胆も
あった。玄関内に招じて下さった家人
に、私が同窓の後輩であること、祖母
が長沼出身で中山家の縁筋にあたる
と聞いていること、小説家を目指して
いることを告げると、気の毒そうに
「どなたとも面会がかなわない状態な

んですよ」と言われたので、辞去せざ
るを得なかった。翌年８月19日、中
山さんは68歳（10月５日生れ）で亡
くなられたが、私が不躾な訪問をした
時、ガンとの闘病のさなかだったこと
を後に知った。
　それから47年後の今、私はついぞ
小説家として世に出ることはなかっ
たが、倦まず文筆業を続けている。同
期の文芸部メンバーで、小説家に最も
近付いたのは関根徹君だろう。といっ
ても、やがて文芸春秋社に入社し、多
くの小説家との交流があったという

特集　安積を辿る from 2015 to 1884

《安積健児像・三代の肖像》画：秋山忠也（71期）
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意味で、である。過日、テレビ番組の
向田邦子特集を何気なくみていたら、
彼が登場して向田さんとの思い出を
語っていた姿に驚いた。文芸部当時の
「美少年の面影、いま何処」といった
風だったからである（私も同じだが）。
　この原稿を書きながら、ふと思い
立って卒業アルバム（1967年）を繙
いてみた。80周年記念式は1964年９
月10日～ 13日と記されていた。クラ
ブ活動の記念写真には文芸部として
19名が写っているので、のちに部員
増加し、学校公認だったことが判明し
た。
　記念講演をされた時の中山さんは
64歳（翌月に65歳）で、胸躍らせて
文豪を見上げた同期生は皆、当時の中
山さんより年長になってしまった。創
立80周年は私にとっても「去年の雪、
いま何処」といった心境で語るほかな

いが、まるで雪に覆い隠されたかのご
とく、記憶の彼方にぼんやりと残る曖
昧な事柄こそが、存外、生きる支えに
なってきたのかも知れない。
� （出版プロデューサー）

安積高校の思い出

平田勝也（76期）

　安積高校を卒業し早や52年になり
ます。私達第76期生は、校歌や応援
歌に謳われる田畑に囲まれた、平安時
代に式子内親王の歌（我が袖は　かり
にもひめや　紅の　安積の野らに　
かかる夕露　式子内親王集）等にも詠
まれた、安積野の牧歌的な雰囲気の旧
桑野村の面影が残る郡山市の西の郊
外の安積高校に入学しました。
　津口信男校長の下、先生方先輩方に

見守られ、入学早々東側の講堂に集め
られ、校歌や応援歌を徹底的に叩き込
まれ、また朝河桜の由来を聞かされる
等で入学初年度をスタートしました。
現在安積歴史博物館となっている本
校舎で２年間、西側の新校舎で１年間
を過ごしました。当初２年間は下駄履
きで（後に禁止）通学したものです。
　受験校でもあり年中模擬試験等の
猛勉強を強いられましたが、比較的楽
しみながら授業を受けられたのは、吉
田彌・牧田治久先生の国語、竹花栄明
先生の世界史、伊藤仁・吉田米吉先生
の数学等でしょうか。日本史の授業で
は、当時安保騒動が起こっており、高
橋哲夫先生が授業そっちのけで滔々
と、日本国が進むべき方向を論じられ
たのを覚えております。古関齊先生
の音楽の授業では、音楽室でクラシッ
ク音楽を黒いカーテンを引いて鑑賞
したのも印象に残っております。体育
では、星彰夫、三塚晶弘先生らのご指
導の下、砂塵を巻き上げてのサッカー
授業も憶えております。
　またクラブ活動でバレーボール部
に属して対外試合に参加することや、
たまに近くの郡山女子短期大学付属
女子高校に交流練習に出掛けるのも
青春の密かな楽しみでありました。
　通学の合間に辞書を見て英単語の
暗記に努める日々で、校内図書室や市
立図書館を利用する等結構場所取り
が大変で、家業を手伝いながらの勉強
でした。
　学校祭では仮装をして市内を練り
歩きましたが、教室で喧々諤々プラン
を練ったり級旗をどうするか議論し
たりし、私は姉からブラジャーを借り
て込め物をして女装し、冷やかされた
のも今では懐かしい思い出です。
　その後進学し就職して社会人とな
りましたが、目先の出来事に追われて
正直安積高校のことは忘れておりま
した。しかし歳を取り比較的時間に余
裕が出来始めた頃から、同期の友人に《開成山大神宮・大鳥居脇の石碑》画：秋山忠也（71期）
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誘われてホテル椿山荘での東京桑野
会総会に参加するようになりました。
また２年程前から、前幹事の満井君か
ら頼まれて後任の幹事を務めており
ます。会で驚いたのは、いつの間にか
女性が同窓会に加わって壇上で元気
良く感想を述べるようになったこと
です。先輩と呼ばれて面映ゆい思いを
し、安積高校も変ったんだなあと、年
月が過ぎたことを実感させられまし
た。現在女子が半数近くまでを占める
とかで、そうすると男子にとってかな
りの狭き門となり、慨嘆するばかりで
す。これからは、女性が増えたことか
ら、私達が当時思い描いた学校像とは
多少違った、校風が形成されてゆくの
であろうと思います。
　現在世界は政治・経済・戦争・文化
並びに人口膨張と食糧・病気・エネル
ギー・地球温暖化等大問題を多く抱
え、目まぐるしい変化の渦中にあり
ます。人物金が短時間で行き交い、こ
れまでより地球が狭くなっており、グ
ローバルな視野と行動が求められて
おります。
　いずれにせよ先輩達が築いてこら
れた伝統に則り、若い人達は大きく社
会に寄与し、世のため人のため、日本
国ならびに世界の人類に貢献する気
宇広大な人間に育って欲しいと思い
ます。安積高校の開拓者精神・質実剛
健・文武両道かつ素朴で良い意味のバ
ンカラ精神で世の中に役立って欲し
いと思います。

母校
安積高等学校は……

吉成二男（91期）

　2011年東日本大震災から、早くも
４年が過ぎました。1982年大学卒業
就職により郡山市田村町の実家を出
てしまいましたのでその当時の体験
はありませんが、そこに暮らしている

父と弟家族は当時とあまり変わらな
い状況の中で今も一生懸命生活して
います。新聞に記載される放射線量を
見るたびに福島市や郡山市だけ取り
残された思いを感じるのは私だけで
しょうか。一方、その忌々しい東日本
大震災がきっかけで、東京桑野会に初
参加、母校安積高校そして故郷への思
いを改めて強く認識しました。
　高校大学と一緒だった91期同期安
達尚弘君達は、毎年クラスの同期会を
行っているとのこと、まずは同期会参
加を勧められました。そして、2010
年11月19日（金）有薫酒蔵新橋店で
の91期同期会に初参加。同期会参加
者は、次のメンバーでした（記載漏れ
ご容赦願います）。講談社増子昌也君、
大成建設秋山学君、帝京大学池田弘人
君、東京技術計算コンサルタント田原
美郷君、KDDI富山秀樹君、スコブル
社飯村宙君、昭和電線デバイステクノ
ロジー並木信也君、電力中央研究所渡
部良朋君、読売新聞西田幸雄君、駿河
台学園橋本良平君、かん菅野正広君、
三菱電機味沢晋一郎君、福島テレビ高
橋令一君、アサツーディ・ケイ秋山茂
雄君、ズアン安達尚弘君。
　翌年2011年３月11日（金）東日本
大震災。同期会出席者から福島を想う
熱いメールが送られ、福島に何かでき
ないか、今こんなことをしている等仕
事の合間に情報交換、メール参加者
も自然に膨らんでいました。その後、
2011年６月３日（金）椿山荘にて東
京桑野会総会。初参加の不安は不要で
した。わが母校安積高校は、卒業生共
通の心の故郷です。現役当時何の接点
も無いのにすぐに打ち解け、それぞれ
別々の思い出が母校を通じて共有で
きてしまいます。勤務先や職業といっ
た違いをすぐに乗り越えてしまいま
す。まだの方はぜひご参加ください。
安積高校のこうした繋がりは、同期は
もとより先輩後輩、学校関係者、その
関係者と無限の広がりを持っており、

OB一人一人の大きな財産となってい
ます。
　現在、私の勤務先は、日本電波塔株
式会社（東京タワー）です。中学校の
修学旅行で東京タワーにのぼったこ
とを覚えていますが、それ以来全く無
関係の存在でした。縁あって2013年
７月より勤務しております。東京タ
ワーは、1958年開業以来、日本の発
展のシンボルでした。テレビ局送信所
としての役割はその殆どが東京スカ
イツリーに移行しましたが、今でも東
京のランドマークとして海外からも
多数のお客さまが訪れる観光拠点で
す。私が今取組んでいる仕事は、東京
タワーの有効活用です。３月13日（金）
東京ワンピースタワーがオープンし
ました。これは漫画ワンピースのテー
マパークでクールジャパンを世界に
アピールします。東京タワーはパリの
エッフェル塔を目標に、これから60
周年100周年未来にむけて内外に希望
の光を発信して参ります。皆さん、ぜ
ひ東京タワーにお越しください。安積
高校OBがお待ちしております。
� （日本電波塔株式会社）

夢見る頃を過ぎ、
還暦も過ぎて…

小林伸久（84期）

　還暦から２年がたちましたが、まだ
まだ未完成という心境の今日この頃
です。私の回りの、安積に繋がる人
たちの事を書いてみたいと思います。
（文中の同期生については敬称は略さ
せていただきます）
　東京にいる、84期の仲間たちとは、
目白・椿山荘での東京桑野会総会に集
まる他、84期の会（「野志の会」と名
付けています）として忘年会若しくは
新年会を開催しております。今年は新
年会を企画し、平成27年１月31日に
日本橋の「海鮮＆カキのイタリアン　
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カレンダー」で開催しました。日本
海・島根県隠岐島より直送のブランド
牡蠣「春香」と日本海産の新鮮なシー
フードをふんだんに使ったイタリア
ンのお店で、参加者は最終的に10名
となりました。「病気」と「年金」と「孫」
の話題がもっぱらとなるのは、年齢的
必然で仕方の無い事ではありますが、
まだまだ前向きに生きている仲間と
の歓談はいつも時の経つのを忘れる
楽しい貴重な時間であり、元気をもら
えます。
　今回の参加者は家久来澄夫（NHK
エンタープライズ）、佐々木志郎（り
そな総合研究所）、内藤芳樹（キング
コーポレーション）、根本　博（プラ
ンニング・オフィス・バード）、松井
陽一（内田洋行）、村越仁一（弁護
士・玄　総合法律事務所）、八木澤伸
夫（YKK AP）、山本謙二（写真家・
エスペース代表）、渡辺修哉（サント
リー）、そして私、小林伸久（内装工
事・孝和建商）その他、今回は参加と
なりませんでしたが、その他に今まで
「野志の会」もしくは東京桑野会総会

に参加してくれたメンバーは、青沼俊
博（麻雀鍛錬道場・館長）、安達文宏（安
達建築設計事務所）、片山孝太郎（歯
学博士・陸上自衛隊）、菊地弘美（農
林水産省）、桑名　明（ヘンダーソン・
グローバル・インベスターズ・ジャパ
ン）、高橋信一（凸版印刷）、中山武雄
（靴販売・フスス代表）、根本昌夫（早
稲田大学法政文学部講師）、武藤比良
志（米国全日空商事・社長）、諸井包
典（国分市役所）、渡辺真佐夫（セイ
コープレシジョン）ただし、所属会社
とか、肩書きはこの年齢になると退職
したり、子会社等の別会社に移ったり
しておりますので、あくまでも私の手
元の資料によります。その他のメン
バーにも年賀状等で呼びかけている
のですが、なかなか参加までには至っ
ていないのが現状です。おっと、忘れ
るところでした、昨年の東京桑野会総
会には私の呼びかけに応じて、郡山か
ら勝又俊博（郡山市議）が駆けつけて
くれました。感謝、感謝。
　まだ、同期の会には参加してもら
えていませんが、紹介しておきたい

仲間がいます。私は高校の２年～３年
時に合唱部に籍をおいていましたが、
その時の部長が、鈴木茂明です。国立
音大卒後、同大学の大学院ドイツリー
ト専攻修了。2006年４月23日には東
京オペラシティコンサートホールでバ
リトン・リサイタルを開催。全自由
席5000円にもかかわらず、1500名の
聴衆を集め魅了しました。郡山からも
大型バスで大勢の方が来場しました。
1993年から高田三郎作品の個展「リ
ヒトクライス演奏会」を主宰し、毎年
開催しています。現在、国立音大付属
高校非常勤講師、混声合唱団コーロ・
ソフィア、女性合唱団コーロ・コスモ
ス、筑波大学混声合唱団、その他の指
揮者及びヴォイストレーナーを務め
ており、今年、2015年６月５日（金）
には、浜離宮朝日ホールに於いて、19
時より久し振りにリサイタルを開催の
予定です。私も今から予定に入れてい
ます。ともかく合唱部部長の頃からこ
よなく音楽を愛し続けるすばらしい仲
間です。
　毎年、お正月は郡山の実家で迎えて
おりますが、正月の２日には84期２
組の仲間と新年会をやっています。ク
ラスの幹事が二人とも健康を害してし
まい幹事が出来なくなったと聞き、私
が幹事役を買って出ました。今年は１
組からの呼びかけがあり、久々に１
組・２組合同で郡山駅前の珍満で開催。
あわせて20名ほどの会となりました。
１組の幹事（真壁和義）には大変お世
話になっております。友達の安否確認
を兼ねる意味からも毎年開催したほう
が良いという意見が多く、参加人数が
少なくても毎年開催していくことにな
りました。
　昭和54年頃、福島県立美術館建設
構想が県から示され、政治的に建設
場所は福島市で決まりだといわれる
中、県民が広く利用できる郡山に作る
のがふさわしいとして市民運動として
の「郡山に美術館をつくる会」ができ、《開成山公園・五十鈴湖》画：秋山忠也（71期）
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署名運動やイベント開催をしていま
した。当時、郡山に帰っていた私は署
名運動に協力し、何度も署名用紙を清
水台の岡野設計にあった事務局に取
りに行ったりしているうちに自然と
「作る会」の事務局にも協力するよう
になりました。最終的にはその運動が
郡山市立美術館建設に繋がりました。
この運動の中には佐藤昭一さん（56
期）、七海晧奘さん（74期）、猪熊克
芳さん（83期）の絵を描く諸先輩も
いました。とりわけその中でも七海さ
んとは本日に至るまで親交が続いて
おります。平成24年３月８日にBSフ
ジで放映された「福島からのワンス
テップ～日本初の野外ロックフェス
の軌跡～」ではじめて詳しく知った
のですが、昭和49年の８月４日～５
日、８日～ 10日に郡山市開成山公園
陸上競技場で開催された日本初の野
外ロックフェスティバル。七海さんは
実行委員長佐藤三郎（70期）と共に

このフェスティバルをやりきりまし
た。昭和44年アメリカ・ニューヨー
クのホワイトレイクで開かれた野外
ロックフェス「ウッドストック」から
わずか５年、30組以上の日本のミュー
ジシャンに加え、オノ・ヨーコも参加、
内田裕也がプロでユースし、更にポス
ターには横尾忠則を起用、しかもその
殆どがノーギャラで協力してくれた
伝説のロックフェスティバル。これは
もっともっと評価されてしかるべき
と思います。七海さんは歴史春秋社か
らの「安積」を始め執筆でも活躍され
ています。
　我が社の創業者の小黒邦雄会長（旧
姓・本郷・70期）は、70期のメンバー、
笠松吉美さん（郡山・70期）、山田昭
夫さん（大阪・70期）と毎年持ち回
りで、千葉・郡山・大阪で同期会を開
催されています。昨年は千葉での開催
だったので、私も懇親会に参加させて
頂きましたが、談論風発、口角泡を飛

ばしジョークを交えながらの宴は心
底楽しいものでした。孝和建商の創業
者である小黒会長の「ノミニケーショ
ン」の大事さは私も今後大事にしたい
と思います。同業の他社に28年勤務
しておりましたが７年前から孝和建
商に勤務しております。会社と会長に
は深く感謝しております。
　東京桑野会に参加するようになっ
て16年ほど、安高の先輩そして後輩
とのいろいろな出会いがありました
が、今後もどんな方々とのどんな出
会いがあるのか楽しみです。昨年は、
母校創立130周年の年ということもあ
り、郡山文化センターで安積高校合唱
団の定期演奏会時に、OBとして「月
光とピエロ」を久し振りに歌わせて頂
きました。現役メンバーと同じステー
ジに立てて嬉しく思いましたが、我々
の頃の部員15名ほどの男声合唱とは
比較にならない安積高校合唱団のス
テージに、感心しきりでした。安積高

技 術 と 奉 仕 の 無 線 機 器 部 門
ソフト開発と奉仕のコンピュータ機器部門
ニーズ に 対 応、奉 仕 の 電 話 機 器 部 門
株式会社富士通ゼネラル 通信特機特約店
富 士 通 テ ン 株 式 会 社 特 約 店

株式会社 山 口 電 機
www.yamaguhi-denki .co. jp

TEL（028）
TEL（029）
TEL（048）
TEL（03）
TEL（043）
TEL（027）
TEL（0242）
TEL（045）

・FAX（028）
・FAX（029）
・FAX（048）
・FAX（03）
・FAX（043）
・FAX（027）
・FAX（0242）
・FAX（045）

655-1600（代表）
227-2205（代表）
663-4000（代表）
3698-1600（代表）
423-3000（代表）
346-4000（代表）
23-1700（代表）
921-5100（代表）

653-7817
227-2237
663-4274
3698-1699
423-3503
346-4004
23-1701
921-5416

本 社
水 戸 支 店
さいたま支店
東 京 支 店
千 葉 支 店
高 崎 支 店
会津若松支店
横 浜 支 店

宇都宮市宮の内２丁目１８４番地１８
水 戸 市 中 河 内 町 ６７ 番 地 １
さいたま市三橋１丁目８１５番地
江戸川区春江町２丁目１０番３号
千葉市稲毛区六方町２１５番地２２
高 崎 市 倉 賀 野 町５３１９番 地１
会津若松市一箕町八幡３８番地１１号
横浜市青葉区元石川町３７１９番地８

不法電波は

やめましょう！

ATIS（自動識別装置）を

必ず取り付けましょう！

代表取締役　山口雄機（74期）
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校合唱団の今後益々の活躍を祈念して
ペンを置く事に致します。
� （東京桑野会副会長）

あの世に旅だった親友
の動画が見られる！

永山幸男（82期）

　零細というべき規模の出版社で40
年以上編集の仕事をしています。刊行
する本のほとんどは理系書籍で、出版
点数、刊行部数も限られているので、
いわゆる “ベストセラー” とは無縁で
す。また、電子メディアの普及によっ
て紙の本は媒体としての相対的価値が
下がり、出版業は厳しい状況です。わ
が社もその例外というわけにはいきま
せん。
　この40年間に紙の本としては完全
に絶滅したジャンルがあります。各種
の数表です。私が大学生だった1970
年代、理科系学生にとって三角関数表
や対数表は必須のアイテムで、計算尺
や手回し計算機でさえまだ現役でし
た。ちょうどその頃、電卓が普及しは
じめ、やがてパソコンが登場し、コン
ピュータ技術はあっという間に社会の

安積歴史博物館便り
─安積歴史博物館の今後─

橋本文典（84期）

　初めまして、昨年の評議員会で理事
に推薦され、その互選により「業務執
行理事」に選任されました橋本文典（は
しもと　ふみのり）と申します。卒業
期は「84期」です。博物館には平成
22年６月からお世話になっておりま
す。前任者の足元にも及びませんが何
卒よろしくお願いいたします。

　ご承知の事と存じますが、安積歴史
博物館は東京桑野会の皆さまはじめ多
くの同窓生や各方面からのご支援ご尽
力により昨年９月の本校130周年記念
祝賀会と同日に再開いたしました。当
日は桑野会総会も３年振りに講堂を会
場として開催され、震災からの月日を
思い出し、感慨深いものが有りまし
た。
　さて、再開した博物館は今までの展
示スペースをそのまま復元するのでは
なく、同窓生はじめ多くの皆さまに親
しんで頂くようにと展示用部屋割りか

ら検討しました。そのコンセプトは「文
化財としてのアピール」と「利用・活
用出来る文化財」でした。
　具体的には、重要文化財としての建
物を見学していただいた皆様により理
解しやすいように展示すること。又、
親しみ易くするため子供も年配者も興
味を持てるように展示すること。更に、
広い意味での「安積」について見てい
ただけるような展示をすること。そし
て、安積に学んだ人々の「サロン」と
なれるようなスペースも確保するこ
と、等です。現在全てが完成されてい

あらゆる分野に浸透していきました。
　出版社にとっても、この40年間は
各種のコンピュータ技術に振り回さ
れ、翻弄された時代でした。かつて、
三角関数表や対数表などさまざまな分
野の数表は、それぞれ理系出版社の屋
台骨を支える “書籍” でしたが、手軽
に使えるコンピュータはそれらを無意
味なものにしました。また、雑誌や本
の編集作業そのものが、コンピュータ
なしにはできなくなりました。
　20世紀後半まで、大量のデータは
紙に印刷して保存するのが最も合理的
な手段で、印刷された紙を綴じた書籍
は大量の情報を数百年にわたって伝達
してきました。しかし、現在、デジタ
ル化された電子的データ保存が可能に
なると、そこで扱われるデータ量は桁
違いになりました。
　インターネットの普及は、地理的隔
たりもほとんどゼロにしてしまいまし
た。また、電子的媒体に保存された
データは、意図的に消去されない限
り、いつまでも生き続けることを可能
にしています。本は時間とともに崩壊
してしまいますが電子的記録はそうで
ありません。適切にバックアップされ
る限り永遠に生き続けます。

　最近、そのことを非常に身近なこと
として感じる機会がありました。安積
を卒業してから40年以上、途切れる
ことなく交友関係を保ってきた四人グ
ループのうちの一人が昨年亡くなりま
した。彼は、いわゆる「諫早湾干拓問
題」に長くかかわってきました。
　「諫早湾干拓問題」とのかかわりは、
彼のライフワークとも言えるものでし
た。その活動の中で彼が生みだした貴
重なデータや資料などは相当な量にな
るはずで、昔ならその突然の死によっ
て、その散逸を防ぐ手立てなどを考え
なければなませんが今はそうではあり
ません。ほとんどがインターネット上
に残っているのです。紙媒体で発表
された論文も、そのPDFファイルが
アップされています。
　そして、彼の講演やインタビューな
ども動画としてインターネット上に保
存されています。元のサイトで消去さ
れても、コピーされ続ける限り彼の動
く姿を見ることは可能です。このこと
は理屈としては知っていましたが、親
しい友人の死によってリアルに体験す
ることになりました。驚くべき時代に
なったものだと思います。
� （地人書館）
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る訳では有りませんが、順次整備をし
ていきたいと考えます。
　ところで、本年４月から６月まで
「福島デスティネーションキャンペー
ン（福島DC）として観光関係者と自治
体とJR東日本を中心に一大観光イベ
ントが開催されます。当館も郡山市の
観光地として大いに期待され、パンフ
レット作製等に協力し、特に首都圏の
お客様をお迎えし、この機会に「安積」
の名が広がる一助にと考えています。
　今年度の予定としては、３月末から
６月末にかけ、２教室を利用して「近
代建築写真展」を開催いたします。又、
時期は未定ですが地元小学生による本
館を題材とした写生会を開催し作品を
館内に展示します。更に各種イベント
の会場として利用されるような広報活
動も実施します。確定では有りません
が「テレビドラマの撮影」のロケハン
にも来て頂いております。
　本館に人々の声が溢れ、若人の熱気
が満ちて来ると建物も生きているよう
に感じられます。「迷ったら本館に行け」
と先生から言われましたと言って高校
生が来たそうです。本館には卒業生の
「想い」が有ります。その「思い」を絶
やさぬよう、そして時に応じて変えな
がら務めていきたいと考えています。
　東京桑野会の益々のご発展をお祈り
し、更には今まで以上のご支援をお願
い致しまて、ご報告とご挨拶に代えさ
せて頂きます。
� （安積歴史博物館　業務執行理事）

朝河貫一顕彰協会便り  

矢吹　晋（70期）

　朝河貫一博士顕彰協会の2014年度
における活動の一端をご紹介したい。
　・2013年度の活動と決算を承認し、
2014年度の活動方針と予算とを決定
する総会は、５月17日（土）に改装
なった安積歴史博物館で行われた。朝

河遺影や解説パネル等の展示は９月の
記念式をメドに準備中の旨、報告され
た（写真－１）。
　・７月13日には福島市立子山天正
寺本堂庫裏の落成式が行われ、朝河４
歳当時の「奔馬の落書」を記念するコー
ナーの除幕式が行われた（写真－２）。
古川清会長が「胡耀邦の感謝の手紙」
を紹介しつつ、日中関係の現状につい
ての記念講話を行った。
　・９月６日（土）、安積中学・高校
の創立130周年記念式典が安積歴史博
物館のリニューアルオープンに合わせ
て行われた。この機会に「朝河貫一博
士展示コーナー」の準備が協会事務局
の手で進められ、既存のパネルを再利
用するとともに、新たな展示写真も増
えた。近年発刊の顕彰出版物も展示さ

れた。
　・11月14日（金）、理事会が開かれ
た。顕彰協会は2004年５月22日の発
足以来10年目を迎え、役員の交代・
辞任等もあり、組織・体制の見直しと
強化が行われた。郡山地区、二本松地
区、福島地区から、新常任理事が推薦
され就任した。ただし、古川清会長、
糠沢修一常務理事の両輪体制に変化は
ない。
　・2014年５月、武田徹（顕彰協会
前事務局長）、梅田秀男（元安積高校
長）、佐藤博幸（県立喜多方高校教員）
による『100年前からの警告─福島原
発事故と朝河貫一』（花伝社）が出版
された。帯封に曰く「朝河貫一の警鐘
を受け止めていれば、福島原発事故は
起こらなかった」。これは国会事故調

写真ー２　本堂回廊に保存された「落書」

写真ー１　史料等の展示ケース
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査委員会委員長黒川清教授の推薦文で
ある。福島在住の研究者ならでは新し
い知見が少なくない。
　・手前味噌で恐縮だが、矢吹は『尖
閣衝突は沖縄返還に始まる』（花伝社、
2013年８月）の末尾で「アメリカの
日本学と戦後日本」に触れ、朝河貫一
とジョージ・ブレイクスリー（米国際
関係の父）およびヒュー・ボートン（戦
後日本の設計者）の関わりを説明し、
平和憲法における象徴天皇制の実現に
おける朝河貫一の貢献を指摘した（第
７章朝河貫一の人脈）。さらに『敗戦・
沖縄・天皇』（花伝社、2014年８月）
においては、Ⅱ部を「朝河史学に学ぶ
天皇制」と題して、「日本史における
天皇制」、「歴史家朝河貫一、平和への
最後の闘い」、「国民性の弱点が日本の
民主主義を葬る」など、朝河の知られ
ざる高見を紹介した。ご参照いただけ
れば幸いである。
（朝河貫一博士顕彰協会代表理事）

ホームページの
運用状況報告
―創設12年目の活動と
アクセス状況―
http://www.tokyo-kuwano.com/

芳賀雅美（86期）
（東京桑野会ホームページ委員長）

　毎年おなじみになりましたが、ホー
ムページ委員会より当会公式ホーム

ページの運用状況を報告します。昨年
度につきましても運用は順調に推移し
ました。ハード面での障害は全く発生
しておらず、サーバーを管理するプロ
バイダー側の努力が大きかったもの
と考えています。大きなトラブルは
2014年４月４日から、事務局連絡用
掲示板（通称：掲示板５）に対し、ロ
ボットによる迷惑広告の自動投稿が始
まったことです。この日だけで503件
が投稿されました。翌日から４月末ま
で日におよそ500件もの迷惑広告の投
稿が毎日続きました。ブランドバック
や時計、アクセサリーなど服飾関係が
メインでした。貼ってあったURLに
アクセスしていませんが、日本語表現
が変で内容が信用できないものばかり
でした。会員の皆様がうっかりURL
にアクセスしないようにと、せっせと
削除しましたが追いつきません。事務
局から「掲示板に変な広告が投稿され
ているので削除してください。」と連
絡があったくらいです。日に500件も
自動で投稿されてはたまりません。結
局４月は、この13000件余りも投稿さ
れた迷惑スパム広告の対応に追われて
しまいました。全く持って迷惑千万な
話です。掲示板プログラムの修正や
ディレクトリ名称変更で対抗しました
が、７月初めにまたロボット検索に見
つかってしまい、スパム投稿の再発が
あり、あきらめて泣く泣く掲示板５を
閉鎖しました。掲示板５のプログラム
の基本構造が、この手のスパムに脆弱

であり改修不可能と判断したのです。
他の掲示板１～４につきましては、今
のところロボットによる自動スパム投
稿は発生していません。会員の皆様に
はたいへんご迷惑をおかけしますが、
事務局やホームページ委員会への連絡
につきましては、電子メールもしく
は他の掲示板の利用をお願いします。
我々の技術力不足でこのような事態に
なり、たいへん申し訳ありませんでし
た。
　しかしながら悪いことばかりではあ
りません。このスパム投稿の数値を
排除してカウントしても、閲覧頁数
（ページビュー）は大幅に増加し、前
年に過去最大値を記録したのに続き更
に前年比+16％の増加と過去最大を更
新しました。掲示板の投稿・閲覧は大
幅に減少していますが、会報の新年号
（昨年の№36号）をはじめ会報バック
ナンバーの閲覧が急増しています。会
員の皆様のご利用はもちろんですが、
当会ホームページが一般にも知れ渡っ
た証拠かもしれません。会員の皆様に
ご支援いただきましたこと、深く感謝
致します。
　さてこの12年目については、追加
記事の掲載やイベント紹介頁の作成な
ど改訂・追加コンテンツ作成は全くと
言っていいほど進展しませんでした。
申し訳ありません。私事ですが勤務の
都合で、首都圏を離れ東海地区に単身
赴任になったおかげで、郡山に全く行
くことができずまた東京桑野会の会合

株式会社 富士ハイエンジニヤーズ
一級建築士事務所

遠藤 修（67期）
（一級建築士）
（一級建築施工管理技士）
（一級土木施工管理技士）

代表取締役
（管理建築士）

〒215-0015川崎市麻生区虹ヶ丘一丁目18番6号
☎:      044-988-7387 携帯：090-3212-2892
FAX： 044-988-7547
E-mail: o-endou@river.ocn.ne.jp

山田・合谷・鈴木法律事務所

弁護士 鈴木 修一（89期）

〒100-0012
東京都千代田区日比谷公園１番３号
市政会館１階１１５号室
TEL 03-3501-0451
FAX 03-3501-0452
E-mail:shuitisuzuki@nifty.com
http://www.yamada-law.gr.jp

ごうや

21世紀をリードする
安積SPIRIT!

浅川 章（76期）

東京桑野会副会長
〒338-0821さいたま市桜区山久保2-18-3
電子メール：chobi@hyper.ocn.ne.jp
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にすらほとんど参加できなくなって
しまいました。母校は創立130周年と
なって記念式典が各地で開催されまし
たが、取材もできず情報が収集できな
いため記事の作成が滞ってしまったの
です。言い訳になってしまい申し訳あ
りませんが、今年度は努力して活動を
させていただきます。
　３.11の大震災も４年が経過し、世
間一般ではフクシマの記憶も薄らいで
きました。まだ苦しんでいる多くの
人々が存在することを再認識し、ここ
でもう一度「原発の安全性」への疑問
をまとめて特集したいと考えていま

す。ぜひ皆様のメッセージを寄稿して
いただけましたら幸いです。また昨年
は、恒例の親睦ゴルフ同好会運営や練
習帆船日本丸カレンダーの調達と、積
極的に当会の活動を支援していただき
ました71期の大内博文氏が享年74歳
で永眠（2014年７月９日）されました。
当会ホームページの運営にも多大なる
ご支援をいただいており、たいへん残
念でなりません。ご冥福をお祈りしま
す。
　ここで恒例ですが、当会ホームペー
ジへのアクセス状況について報告しま
す。この原稿を書いている１月までの

経過を過去２年間分のグラフで示しま
した（別掲の図を参照：今年１月は見
込みの数値）。昨年８月29日には累積
訪問者数が45万人を達成し、その前
月の７月13日にはのべ閲覧頁数200万
頁を突破しました。この１年間での平
均として、月間訪問者数3920人、月
間閲覧頁数23870頁で推移しており、
訪問者数は前年比同数ではありました
が、前述した通り閲覧頁数ではプラ
ス3300頁（+16％）と大幅に増加し過
去最大を更新しました。この数値は
2014年４月の掲示板５へのロボット
による自動投稿13000頁を除いたもの

東京桑野会ホームページへのアクセス状況

弁護士 斉藤 英彦（69期）

〒160-0022  東京都新宿区新宿1丁目3番8号
YKB新宿御苑804号室
電話（03）3356-6677番
FAX  （03）3356-6678番

医療法人社団 松弘会

トワーム小江戸病院

渡辺 哲弥（70期）
院長
医学博士

安高は自分の心の拠りどころ

（練馬区東大泉7-14-15）
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です。閲覧頁数が２年連続で月間平均
２万頁を大きく超えてきているという
ことは、ひとえに会員の皆様のおかげ
と重ねて感謝します。今後ともご利用
を賜りますよう、よろしくお願いしま
す。
　最後に毎年の決まり文句ですが、今
後とも会員の皆様のご期待に沿えるよ
う、充実したページ作りに励みたいと
考えています。重ねて当委員会への参
加または情報提供を広く会員諸兄にお
願い致します。連絡先はホームページ
をご覧ください。
� （出光興産㈱電子材料部）

《大内博文氏追悼》
熱海中学の俊才
大内博文君
安らかに眠れ

増子邦雄（71期）

　2014年７月９日、安積同期の大内
博文君が突然逝った。悲しい。本当に
悲しい。2011年３月、私が癌を患い、
手術、入院していた頃、彼は元気に東
京桑野会のゴルフ会幹事として、「増
子君、また元気になって一緒にゴルフ
をしよう」と励ましてくれた。酒をこ

よなく愛し、類まれな面倒見の良さと
付き合いで誰からも好かれていた大内
君、その彼が「体調が良くないらしい」
という話を耳にしたのは2013年の暮
れであった。年が明けた春に電話をし
たところ、あの元気な彼に似合わない
声で、「実は胆管細胞癌なんだ」と打
ち明けられてびっくり。お互い同じ歳、
同じ癌という病気になったけど、「病
気じゃ、俺の方がちょっと先輩になっ
たなあ」などと冗談を言って、お返し
に励ましたのが彼との会話の最後と
なった。
　想えば1955年春、大志を抱いて安
積の門をくぐった同期生、しかし私は
安積在学中の彼を知らない。彼は熱海
中学校の出身、現在熱海町は郡山市内
だが、当時は安積郡熱海町であった。
市内の中学出身の私には、高校の３年
間、別のクラスだった彼とは接点がな
かった。ましてや１学年300名以上、
しかも７クラスもあったのだから当然
のことだったかもしれない。
　その彼を知ったのは、お互い大学を
卒業して社会人になってからであっ
た。私は早稲田大学、大内君は東京商
船大学と全く接点のない方向へ進んで
いた。このままだったら永遠に出会う
ことはなかったであろう。ところが人
生とは不思議なものだ。神様がまた、
二人を近づけたのだ。大学を卒業して
入社した会社が、なんとお互い海運会
社であった。彼は商船大学を卒業した
のだから、当然かもしれない。私の方

株式会社櫻井淳計画工房

櫻井 淳（78期）

代表取締役 一級建築士

〒231-0007
横浜市中区弁天通６－85宇徳ビル403
TEL: 045-663-9271
FAX： 045-663-9273
E-mail: spajun@bk.iij4u.or.jp
Web Site: http://www.j-sakurai.jp/

労働保険事務組合

神奈川ＳＲ経営労務センター

佐藤 重夫（79期）会長

事務局 〒231-0005 横浜市中区本町4-36
朝日生命横浜本町ビル8F
TEL：045-212-5269
FAX：045-212-3177

http://www.kanagawa-src.gr.jp

特定社会保険労務士

本当の医療崩壊はこれからやってくる！
2015年2月27日洋泉社、本田 宏著

本田 宏(86期）
元埼玉県済生会栗橋病院 院長補佐
NPO法人医療制度研究会 副理事長

昨年還暦を迎えたのを契機に、2015年3月で外科医を引

退して、医療と日本再生のために執筆・講演・市民運動参
加等に専心することにいたしました。

現在の日本は戦前に朝河寛一先輩が嘆いていたと同様
の危険な状況を呈しています。今年の2月には新刊を出版

しました。皆さまの応援を心よりお願いいたします。
連絡用メールアドレス hondahiroshi@me.com
携帯番号 090-3205-9482

《開成山公園・五十鈴湖》画：秋山忠也（71期）
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は、大学卒業の時にちょっと方向転換
をして、それまでのマスコミ志望から
海外での仕事を夢みて海運会社へ入社
してしまった。それでも彼は船乗りで
あり、いわゆる海上勤務、私は陸上勤
務の社員、彼と直接出会うまで、それ
からさらに二十年の歳月が流れる。
　私が、当時の山下新日本汽船（会社
はその後合併を重ねて商船三井となっ
ている）の人事課長となった1983年
頃、大学同期で仕事でも交流のあった
日本郵船の人事課長から、「うちの会
社に安積の同期生がいる」との話を聞
いてびっくり、それが大内君だったの
だ。彼はあの面倒見の良さと能力を買
われ、海上勤務から陸上勤務へ転籍し
て人事部で、当時全ての外航海運会社
の懸案であった船員の合理化問題に取
り組み大いに力量を発揮していた。
　その後、彼は郵船の監査役を務めた
あと、横浜にある郵船の関連造船会社
の社長、日本船舶機関士協会会長など
の要職を歴任した。さらに母校の東京
商船大学（現、東京海洋大学）同窓会
の役員を引き受け、後輩の海運会社へ
の就職にも力を入れ、将来若い人達が
海へ戻ってくることを念願して、その
啓発活動に熱心に取り組んでいた。そ
の活動が道半ばで途絶えることが、彼
にとっては唯一悔いが残ることではな
いだろうか。
　その彼を東京桑野会に誘ったのは、
私である。桑野会に入会後は、持ち前
の積極性と明るさで会計監査やゴルフ

会の幹事を心良く引き受けてくれた。
東京桑野会のため、大いに活動してく
れたのはご存知のとおりである。先日、
偶々大内君の熱海中学校時代の同期の
女性と会う機会があり、その時彼女達
は「熱海中時代の大内さんはすごく優
秀で私達のリーダーだった」と、その
急逝を悔やんでいたことを最後に付け
加えておきたい。　
　大内博文君　安らかに眠れ！� 合掌
� （東京桑野会副会長）

幹事長交代の記  

東京桑野会広報部

　平成26年度の総会および東京桑野
会会報No.36でも既にご存じであろう
と思います、東京桑野会の幹事長が交
代いたしました。幹事長交代の記とし
て、新・旧の幹事長をここで改めて紹
介いたします。
　新幹事長は、上石利男氏（80期）

《導因寺山門（安積高校正門の真向い）》画：秋山忠也（71期）

奮い立て我健男児

大矢 真弘（88期）

石井綜合事務所

司法書士・行政書士

石井 俊一（82期）

〒 104-0061東京都中央区銀座8-8-15
青柳ビル７階

TEL :03-3289-1411
FAX :03-3289-1422
E-mail：s-ishii@e-1411.com
http://www.e-1411.com

ギャラリー・
絵画教室 たかまつ

高松 ゆたか（74期）

(http://www.gallery-takamatsu.com)

展示会
平成27年12月9日（水）～21日（月）土日会展：国立新美術館

作品 チャグ馬シリーズ 194×388cm

展示会予定
平成28年11月頃 岩手県滝沢市新文化ホール（仮称）：個展

作品 チャグ馬シリーズ 194×388cm ＝10組 他
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です。上石氏は、司法試験合格・司
法修習生を終えたのち、弁護士登録
され、弁護士として活躍されていま
す。手掛ける分野は一般民事とのこと
です。神田駅前に事務所を構えられ、
その “飲みに行くには最高の場所” に
東京桑野会の事務局を置いて頂いてお
ります。東京桑野会の幹事長は、中々
の業務があって大変な任であります
が、“この幹事長の仕事は、日常の弁
護士の仕事とかなり違って、楽しい”
と言ってくださっております。今後の
益々のご活躍とご指導をお願いいたし
ます。また、新神田法律事務所の事務

員である矢野希美さんに、東京桑野会
の事務を委嘱しております。明るく熱
意のある方ですので、どうぞ宜しくお
願いいたします。
　幹事長を退任されました斉藤英彦氏
（69期）には、東京桑野会の幹事長（事
務局）を1990年より4半世紀近く務め
て頂きました。斉藤氏は、公職として
も、大変な活躍をされました。（合格
者が500名に満たない時代の）司法試
験合格。司法修習生を終了の後、検察
官として東京、盛岡、横浜等の地で勤
務されました。退官の後、弁護士事務
所を開設し弁護士業に従事する傍ら、

大学教官、大学理事等の要職も兼務さ
れました。極めて多忙な中で、東京桑
野会の幹事長を務めて頂いたこと、東
京桑野会の澤田悌・前会長から古川清・
現会長に続く東京桑野会黄金期を支え
たご功労に、ただただ感謝申し上げた
い。また斉藤法律事務所の事務員の小
松弥生さんにも大変にお世話になりま
した。改めて感謝を申し上げます。斉
藤氏は、東京桑野会では、会長代行と
して今後もご尽力いただきますが、ど
うぞ今後とも宜しくお願いいたしま
す。

《安積歴史博物館（旧本館）》画：秋山忠也（71期）

株式会社開成プランニング 代表取締役
(http://www.kaisei-planning.co.jp)

和田 正哉（77期）

〒102-0073 東京都千代田区九段北3-2-2
勤務先電話 : 03-3230-8001

FAX :  03-3230-8550
携帯 :  090-3236-3883
e-mail:  wada@kaisei-planning.co.jp
携帯mail:  wada-masanori@docomo.ne.jp
自宅電話: 047-332-2287

古川 清（63期）

がんばれ安積 がんばれ日本

渡邊 龍一郎（81期）

Watanabe Ryuichiro

〒107-0062東京都港区南青山5-12-28-802
Phone : 090-1429-6127
E-mail : watanabe2021@ryu.bz
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　東京桑野会の活動は、会員の皆様の会費によって支えられています。会報の作成・送付も会費によっ

て賄われています。現在、会報を送付している会員からの会費納入の達成率が低迷し、東京桑野会の財

務が逼迫しつつあります。東京桑野会の健全な財務状態を維持するためにも会費納入をお願いいたしま

す。（東京桑野会は安積桑野会とは別会計となっておりますことご承知ください）

１ 収入の部
（１）前年度繰越金 547,923
（２）年会費収入 1,100,000
（３）総会費収入 1,200,000
（４）協賛広告料 270,000
（５）受取利息 40
（６）雑　収　入 30,000
（７）事業準備積立金繰入 300,000

収入合計 3,447,963
２ 支出の部

（１）総会懇親会費 1,400,000
（２）通　信　費 50,000
（３）会　議　費 20,000
（４）会報作成費 378,000
（５）会報発送費 317,453
（６）事務消耗品費 150,000
（７）母校後援費 100,000
（８）冠婚葬祭費 50,000
（９）支払手数料 50,000
（10）人　件　費 400,000
（11）交　通　費 50,000
（12）名簿編集費 20,000
（13）ホームページ・広報部会運営費 50,000
（14）雑　　　費 10,000
（15）予　備　費 402,510

支出合計 3,447,963

次期繰越金 0

決　算　額 予　算　額
１ 収入の部

（１）前年度繰越金 551,333 551,333
（２）年会費収入 1,088,000 1,300,000
（３）総会費収入 903,000 1,100,000
（４）協賛広告料 250,000 270,000
（５）受取利息 35 400
（６）雑　収　入 30,000 50,000

収入合計 2,822,368 3,271,733

２ 支出の部
（１）総会懇親会費 968,150 1,150,000
（２）通　信　費 33,940 50,000
（３）会　議　費 4,000 20,000
（４）会報作成費 364,140 364,140
（５）会報発送費 316,234 316,234
（６）事務消耗品費 76,909 150,000
（７）母校後援費 0 100,000
（８）冠婚葬祭費 1,827 50,000
（９）支払手数料 44,185 50,000
（10）人　件　費 400,000 400,000
（11）交　通　費 700 50,000
（12）名簿編集費 40,000 20,000
（13）ホームページ・広報部会運営費 24,360 50,000
（14）雑　　　費 0 100,000
（15）予　備　費 0 401,359

支出合計 2,274,445 3,271,733

次期繰越金 547,923 0

３ 特別会計
事業準備積立金 1,367,084

４ 財産目録
（１）普通預金（三井住友銀行） 196,863
（２）定期預金（三井住友銀行） 1,367,084
（３）郵便振替貯金 350,222
（４）現　　　金 838

上記は監査の結果いずれも適正なものと認める。

　　平成26年4月4日
　　　　　　　　　　会計監査　　大　内　博　文
　　　　　　　　　　会計監査　　関　根　健　治

平成 26年度予算案
（平成 26 年４月１日～平成 27 年３月 31 日）

平成 25年度決算報告書
（平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31 日）
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○今回の表紙絵・挿絵は、71期の秋
山忠也さんの作品です。私は74期な
ので在学中はお会いすることは有りま
せんでした。この度、３.11で大修理
を余儀なくされた本館の改修が完了
し、今では “安積歴史博物館” と呼ば
れる名称の新装記念展として館内ギャ
ラリーで、「絵画のOB展」が開かれ
ました。
　名を連ねる美術OB会員は35名。往
年の安積健児は54期から100期、反省
会のご発言は “熱き心” そのモノでし
た。その席上、秋山先輩が私の近くに
居られ、それとなく「東京桑野会報の
挿絵」をお願いしましたところ「快諾」
を頂いた経緯でした。秋山先輩！寒さ
も一入りの折、“身近な風景を描くの
は、ほんとにしばらくぶりで、改めて
スケッチの楽しさが味わえました” と
のコメントを頂きましたが、心よりお
礼を申し上げます。素晴らしい作品を、
本当に、ありがとうございました。
� （74期　高松ゆたか）

○携帯電波も届かない千葉県の山奥に
６年間勤務後、はれて都内の丸の内本
社に勤務となったと思ったら、１年で
突然地方の工場に単身赴任することに
なったことは昨年書いた。JRの最寄
り駅は新幹線の停車駅でもあるが、住
んでいるアパートから公共の乗合バ
スで30分、約15kmの距離。会社（工
場）までは車通勤で約６km、12分く
らい駅とは反対の方向に走る。工場の
周りは国道が近くを通っているもの
の、飲食店やコンビニ等の店舗は全く
なく、他社の工場と畑が広がる工業団
地。家族や本社の同僚・友人達は、「生
活が大変ですね」と気遣ってくれる
が、２年が経過したものの結構快適な
暮らしをしている。まずは雪が降らな
い、道路はすいているので渋滞は全く
なし。アパートの周辺には、大型スー
パーも量販家電店もホームセンターも
チェーンの飲食店もある、まとまった
ショッピングモールで徒歩３分。しか
もアパートの１階はセブンイレブンな
ので生活に困ることはない。しかしな
がら台風の通り道で、昨年は何度も暴
風雨圏内に入りアパートに缶詰になっ
たことがあった。工場ではパートのオ
バチャン達と楽しく会話し、歳が私の
１／３以下の現地採用の若い工員とも
意気投合している。とまあ、思いつく
まま書いたがもう現役定年の年齢に達

してしまったので、そろそろ首都圏に
戻る準備をしている日々である。
� （がっちゃん）

○今思えば、昨年６月19日の大内先
輩からの事務局へのメールで総会欠席
の旨あり、夏はまたゴルフでお会いで
きるかと思っていた矢先、７月９日に
先輩の訃報に接しました。ただ驚くば
かりで、「おーい櫻井君いるか」今日
でも、私のオフィスを訪ねてくる様な
気がします。
　以前、大内先輩に頼まれ、「海洋」
と言う雑誌に「海洋会館」（大内先輩
が理事をしていた象の鼻に建つ建築）
の建物の歴史的価値を書いた。その後
この記事について、私にいるビルの人
から、櫻井さんの原稿読んだよと言わ
れた。このビルは船舶関係の宇徳ビル
と言い、船舶関係の人が多い。それで、
大内先輩もこの近くで時々よく飲まれ
ていました。大内先輩とは不思議な縁
で、最近はよく「横浜桑野会」を馬車
道周辺でやりました。親しみやすい人
柄と器の大きさは海で鍛えられたのだ
ろうと思います。日本丸をこよなく愛
し、あの帆船を語る時、展帆のことな
ど話をよくしてくれました。日本丸は
私のデスクからよく見えて、あのマス
トを見ながら大内さんの笑顔を思い浮
かべ、「少し早すぎますよ」と先輩に
文句をいいながら、冥福を祈ります。
� （78期　櫻井淳）

○安積は永き歴史を持ちます。安積が、
130年の時間で変遷したありさまを、
東京桑野会会員の2015年の “眼” から
見て記録してみたい、とその特集表題
は、「安積を辿る from 2015 to 1884」
といたしました。130年を超えて行く
安積を、特集として描いて頂きまし
た。原稿を最初に読む役得が広報部に
はあるのですが、いろいろと感じま
す。在籍した時代によって、そしてそ
れが２～３年しか違わなくても、随分
と異なると感じる。一方で、変わらな
いものも感じる。それらが混じり合っ
て歴史と伝統になってゆくんだな、と
感じ入ります。
　歴史と伝統と言えば、130周年記念
でもいろいろなTV特番が放映された
ようです。120周年記念でもいろいろ
な番組がありました。TV特番の中に
は、安積の伝統をとても “持ちあげる”
ものもありますね。私が驚いたのが、
120周年時のTV特番。なぜ安積（福
島尋常中学校）が桑野村（郡山）に作
られたか？それは会津を牽制するため
の役割もあったんだ、大久保利通がど

うのこうのと、あるOBの方が話をし
ているのを見てたまげた…。福島の旧
制中学校（福島、平、若松）が出来た
のが明治17年、その後１県１中学と
なり福島尋常中学（のちの安積）が残
り、明治22年に桑野村に新築された
校舎に移転した。会津中学は私立学校
として明治21年に開校。この辺の時
系列は混沌としているが、会津中学へ
の対応の意味もあり県中学を桑野村
に、っていうのは、ちと無理があるん
じゃないの？（県庁を福島に置く代わ
りに、郡山に県中学っていうのは、分
かるけどね）。それに、大久保利通は
紀尾井坂の変で明治11年に暗殺され
ている。福島の中学校の創設と大久保
利通、時代があいませ～ん。歴史を
正しく勉強しましょう、と思いまし
た。なお、郡山には大久保利通を祀る
大久保神社が安積公民館牛庭分館の中
にあります。以上、私の「安積を辿る 
from 2015 to 1884」でした。�（GF91）

【協賛広告のお願い】
　東京桑野会会報は、三千数百部を発
行し、母校・安積高校や福島県立図書
館などにも納入されております。“安
積卒業生の心意気” を協賛広告で示し
てみませんか。お問い合わせは事務局
まで。

【事務局からのお願い】
　会報の発送は、会員各位の住所動向
に大きく左右されます。住所が変わっ
ていると、折角の会報も戻ってきてし
まいますので、住所変更の際は東京桑
野会の事務局まで、ご連絡下さいます
ようにお願い申し上げます（東京桑野
会ホームページにも、連絡先を表示し
ております）。安積桑野会の方にご連
絡された方も、ご面倒でも東京桑野会
の方にもご連絡下さい。

編集後記


